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大正時代の女工の食事～愛知県尾西市の資料から（第二報）

○中野典子＊　馬場景子＊≪ 富田和代＊＊*

（ ＊椙山女学園大、¨名古屋工業大、 ＊̈ 一宮女子短期大）

【目的】戦前から戦後にかけて日本国内で企業の統制が行われた。日本有数の毛織物産業

の集中地域として知られていた愛知県尾西市三条では、鈴鎌毛織がセンターとなった。そ

の結果として日本の近代労働階級の形成期である明治時代の資料をはじめ、大正・昭和初

期の各資料が未公開のまま保存され、現在に至っている。本研究では、大正５年に施行さ

れた工場法以降の資料を中心に分析し、当時の女工の食事を栄養面の観点から健康面に焦

点を当て考察していく。

【方法】1. 文献調査（鈴鎌毛織IL資料から大正12年の資料と、尾西郷土資料館の資料）

2. 聞き取り調査

【結果及び考察】

1. 「献立予定表」の品目と数量による朝食・昼食･･夕食のカロリーは平均l,843kcal で

あった。「雑品買入帳」との比較から当時の工場での食事の特徴を明らかにする。

2. 「受診簿」と「検診簿」との女工の健康状態と疾病状況を分析する。

3. 「入場名簿」から労働時間を分析する。

以上を踏まえ女工という日本の近代化を支えた女性たちの環境を食と健康の観点より考察

していく。

2 Da-3　　　　 魚食文化に関する研究 一盆に鯖を使う習慣についてー
○ 今 田 節 子　 藤 田 真理子

（ノートルダム清心女子大）

【目的】 魚食文化は日本を代表する食文化である。しかし民間に伝承された魚介類の食
習慣を詳細にまとめたものは少ない。そこで大衆魚である鯖を取り上げ，伝統食における

習慣の実態, 形成と変容を探ることにした。本発表では盆鯖の習慣とその意義を検討した。

【方法】 伝統的食生活が記録された『日本の食生活全集』（農文協）,『日本民俗地図』（国
土地理協会），『日本の衣と食』（明玄書房）を資料に盆に鯖が使用される事例を収集し，

使用実態と意義を考察した。また，『故事類苑』飲食部，動物部，歳時部を主な資料とし，

鯖と盆に関する文献を収集し，盆鯖の習慣の成立と変容の概要を探った。
【結果】 ① 盆に魚を利用する習慣38 例はほぼ日本全国に分布し，その内，鯖を使用す

るのは23 例で，近畿，山陰，中部地方に比較的多く認められた。② 盆に鯖を使用する意

義は「生身玉」「精進落し」「もてなし料理」「中元」「労働食」に分類 された。③ 親の健
在を祝う生身玉は盆の13 ～15 日の間に刺鯖を食べる習慣で４割，盆の精進期間を終え普

段の生活に戻る精進落しは15 又は16 日に塩鯖を食べる行事で２割をしめた。これらは精

霊祭りに直接かかわる利用であった（Ａ）。④ 盆客や家族のもてなし料理としての鯖の利
用は４割，中元に鯖を送る習慣は１割，労働を癒す労働食は１割弱で，これらは親類 ・縁

者の交流の場における利用であった（Ｂ）。⑤ 明治後期と昭和初期の習慣を比較すると，

ＡからＢへの変容が認められた。⑥ 鯖は古代，中世より上層階級で宴の材料，供物，進

物として用いられ，生身玉は室町後期より盆の期間の祝儀として行われていた。江戸時代
には民間に広まり，両親の健在を祝い刺鯖を食べる習慣になった様子が窺えた。

162


